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ＪＲ東労組  業務部 

今までのやり方で収入を確保できるかといえば予断を許さない。同じ業務人数で

事業を運営するのは厳しくなる。エルダー社員やグループ一体となって業務体制を

確立していく。 

 

 業務委託駅への配置は、エルダー社員、プロパー社員、出向社員の順におこなう。 

 施策の目的は出向ではなく、今後の大量退職時代を迎えるにあたり、雇用の場を

確保するためであり、出向者が主体となった業務委託は考えていない。 

 東京駅の件ではプロパー社員が確保できなかったことは事実であり、プロパー社

員の採用は、受託会社が責任を持って行ものであり、本社からも強く指導する。 

 

 出向期間は原則 3年である。 

 エルダー、プロパー社員が揃えば、出向期間に関わらず本体に復帰させる。 

 出向の目的は、グループ会社の指導育成、本人のキャリアアップなどで、目的を

持って出向することが大切。 

 業務委託を出向社員が担い続けることはない。本体の需給も厳しく、いち早くプ

ロパー社員を採用していく。 

 出向からの復帰は、これまでの経緯はほとんどの場合「元職場」であり、従来ま

での運用を変えるつもりはない。 

その２ 

・ライフサイクル運用で採用した社員は、基本的にライフサイクルを担う。 
・駅におけるプロづくりは、社会人採用者が中心に駅を担ってもらう。 


